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外国人留学生入学試験問題

次の文章を読んで，設問に答えなさい。解答は，解答用紙に記入すること。

古典派経済学においても，生産要素である土地や鉄鉱石・石炭などの資源は有限

で，将来的には資源の制約が深刻になるだろうと予想していました。そうすると，い

つまでも無尽蔵に資源を使える経済が続くとは限らないので，①利潤率が低下して

儲けが少なくなって，資本②蓄積が止まる時代が来るだろう，ゼロ成長の時代が来

ることを予想して つ し
まの 来退 つが�済学原理』の

中で，ゼロ成長でかまわない，経済的に豊かになるのはこの程度でいいではないか，

者萌 いはミい いに 者動で人びとは幸せになるとミルは考えて

いました。今に引きつけて言えば，教育と

③余暇の充実を主張しているというのが

私の解釈です。

しかし，成長率がゼロになるのは困るという主張も当然あって，教育水準を高めて

労働生産性を高める，技術進歩で生産性を向上させて，資源制約を④突破するとい

う考え方が出てきます。これがBアルフレッド・マーシャルの考え方です。

マーシャルは，国民全員に読み書き・計算の能力を与えれば，きっと有能な労働 が



2

ンと，Ｊ・Ｅ・スティグリッツを集めて，暮らしの質を測る「サルコジ委員会」を組

織しました。その委員会の勧告は七つあって，

勧告  1　物質的な幸福度を評価する際，生産よりも消費と所得を見るべきである

〔GDPよりも Net National Incomeないし Net Family Income〕。得を見厭eP
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設問 1 ①から⑤までの漢字の読み方をひらがなで書きなさい。

設問 2 Aの「定常状態 停 停  


